
注　意

１　開始の合図があるまで問題用紙を開いてはいけません。

２　解答用紙は問題用紙の中に挟んであります。

３　問題用紙は表紙を除いて５ページで，問題は１から４まであります。

４　開始の合図があったら，まず，問題用紙および解答用紙の所定の欄に

志願先高等学校名と受検番号を書きなさい。

５　答えはすべて解答用紙の指定された欄に，最も簡単な形で書きなさい。
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  １  次の（1）～（6）の問いに答えなさい。

（1）　次の ① ～ ④ を計算しなさい。
　　①　2− 9＋ 11

　　②　7− 5×（−2）2

　　③　4a×（−3b 2）÷6a2b

　　④　3 28− 14× 2

（2）　バスケットボールの試合で，2点シュートを a本，3点シュートを b本決め，合計で 21点
をあげた。このとき，bを aの式で表しなさい。

（3）　2次方程式 x2＋4x−21＝0 を解きなさい。
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（4）　関数 y＝− 2
3 x2 のグラフを，次の放物線ア～エから 1 つ選び，その記号を答えなさい。

（5）　右の図のように，点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは円Ｏの周上にあり，
線分ＢＤは円Ｏの直径，∠ＡＢＤ＝ 64°である。このとき，
∠ＢＣＡの大きさは何度か。

（6）　2つのさいころＡ，Ｂを投げるとき，さいころＡの出た目の数を a，さいころＢの出た目の 

数を bとする。このとき， a＋ b
3 が整数となる確率を求めなさい。ただし，さいころはどの 

目が出ることも同様に確からしいものとする。
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下の図のように，ＡＢ＝ 10 cm，ＢＣ＝ 8 cmの直角三角形ＡＢＣにおいて，辺ＡＢ，辺ＢＣの
中点をそれぞれＭ，Ｎとし，点Ｍと点Ｎを結ぶ。このとき，次の（1）・（2）の問いに答えなさい。

（1）　線分ＭＮの長さを求めなさい。

（2）　四角形ＡＭＮＣを，線分ＭＮを軸として
1 回転させてできる立体の体積を求めなさ
い。ただし，円周率はπを用いること。
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下の図において，①は関数 y＝ax2 （a > 0）のグラフ，②は関数 y＝ 12 x＋ 6のグラフであり， 
①と②の交点をＡ，Ｂとする。また，y軸に平行な直線をℓとし，直線ℓと②，①，x軸との
交点をそれぞれＰ，Ｑ，Ｒとする。点Ａ，Ｂの x座標がそれぞれ −4，6であるとき，次の（1）～（3）
の問いに答えなさい。

（1）　点Ｂの y座標を求めなさい。

（2）　aの値を求めなさい。

（3）　点Ｐが線分ＡＢ上にあるとき，ＰＱ＝ＱＲ
となる点Ｐの x座標をすべて求めなさい。 Ａ
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ひまりさんは，次の【ルール】にしたがって数を並べたとき，並べた数にはどんなきまりがある
かを予想し，予想したことについて，文字式を使って証明した。下の【ひまりさんのノート】は，
ひまりさんが正しく証明したノートの一部である。このとき，下の（1）・（2）の問いに答えなさい。

【ルール】

　下の図のように，三角形の内側に，上，左下，右下の順に数を入れる。
　　　・1番目の三角形には，上に 1，左下に 2，右下に 3を入れる。
　　　・2番目の三角形には，上に 4，左下に 5，右下に 6を入れる。
　　　・3番目の三角形には，上に 7，左下に 8，右下に 9を入れる。
　以下，4番目以降の三角形にも，同じように連続する自然数を順に入れていく。

１番目

１
2 3

2 番目

4
5 6

3 番目

………
7
8 9

【ひまりさんのノート】
　例えば，【ルール】の2番目の三角形では，「上の数」が 4，「左下の数」が 5，「右下の数」が 6
なので，「上の数」と「右下の数」の積は，
　　4× 6＝ 24
となり，これは「左下の数」の 5の 2乗から 1引いた数となっている。
　このことから，三角形の内側の「上の数」，「左下の数」，「右下の数」において，
「上の数」×「右下の数」＝（「左下の数」）2− 1 となると予想できる。

【予想したことの証明】
　 n番目の三角形の「上の数」，「左下の数」，「右下の数」を，nを使ってそれぞれ表すと，

「上の数」＝ ア ，「左下の数」＝ イ ，「右下の数」＝ 3nとなる。
　このとき，予想した等式の左辺の「上の数」×「右下の数」は，（ ア ）×3n
で表すことができ，これを展開すると ウ となる。
　また，予想した等式の右辺の（「左下の数」）2− 1 は，（ イ ）2− 1 で表すこ
とができ，これを展開すると ウ となる。
　したがって，予想した等式の左辺と右辺が等しいので，
「上の数」×「右下の数」＝（「左下の数」）2− 1 が成り立つ。

　（1）　 ア ～ ウ に当てはまる文字式を，それぞれ書きなさい。

　（2）　【ひまりさんのノート】により証明された，「上の数」×「右下の数」が（「左下の数」）2− 1 
と等しいことを利用して，「上の数」×「右下の数」が 1023 となるのは，何番目の三角形
かを求めなさい。ただし，答えを求める過程がわかるように，途中の式を必ず書くこと。
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